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１．はじめに  

 東京地下鉄 東西線 南砂町駅では通勤ラッシュ時

の混雑に伴う列車遅延を解消するため，現在の島式

ホームを 2 面 3 線化する工事を行っている．改良工

事は既設構築の外側に本体利用連壁を施工し，開削

工法にて掘削する．本稿では，駅構内からの構築下

底盤改良（高圧噴射撹拌工法）の施工について示す． 

 

図 1 駅改良断面図 

 

 

図 2 掘削断面図 

２．構築下底盤改良の概要と課題  

底盤改良は高圧噴射撹拌工法にて直径 3.3ｍ，厚さ

2.0ｍの改良体を連続的に造成し，先行地中梁を構築

する．地盤改良の造成及びマシンの仕様を表 1 に示

す     表 1 造成及びマシン仕様 

 

既設駅躯体はＮ値が0～1の超軟弱な地盤内にあり， 

変位を生じやすいが，軌道を狂わせないよう極力影 

 

 

響を与えないよう施工する必要があった．また駅構

内での施工であるため，狭隘・低空頭な作業場所で 

あることに加え，日々列車運行停止時間内に施工を

完了させなければならなかった． 

 
図 3 構築下底盤改良平面図 

   
図 4 構築下底盤改良断面図 

３．営業線への影響（隆起）対策  

 現地盤は粘性が強く，地盤改良による排泥が口元

管部分に詰まり閉塞した場合，既設躯体が隆起して

営業線（軌道）に狂いが生じる可能性がある． 

(1)  対策 

本工事における隆起対策を以下に示す． 

① 気量の監視：エアメーターによる監視を行い急激

な減少がないかどうかを確認 

② 軌道・躯体の計測：軌道のレベル計測及び躯体の

沈下計（自動計測）にて変状の常時監視 

③ 排泥タンク監視：排泥状況の監視 

④ 排泥補助：排泥の流れが 90°曲り最も詰まりや

すい口元管部にハイワッシャーで水差できるよ

うにして排泥補助・希釈 

⑤ 流動化剤の使用：排泥の粘性を低減させるため粘

性土に分散効果のある混和剤を添加
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図 4 口元管詳細図 

上記の①～③において異常が確認された場合は、

施工箇所（軌道内）の非常停止スイッチにて高圧

ポンプからの送りを止め、施工自体を強制停止で

きるようにした． 

    

 

 

 

 

 

 

 

図 4 営業線隆起対策図 

(2)  計測結果 

平成 28 年 1 月中旬から施工を開始し，全 306 箇所

中 30 箇所完了した．日々の軌道のレベル計測におけ

る変位は 0ｍｍで自動計測による躯体の沈下計測結

果は，日々0.1ｍｍ程度沈下し，累計で 3.0ｍｍの沈

下を生じているものの，影響は小さく，時折軌道整

備をかけながら施工を進めている． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6 既設躯体計測管理 

４．サイクルタイム管理 

施工箇所が軌道内であるため，施工時間は終車後

の 1:10～4:00（2 時間 50 分）に制約される．施工時

間の中でプレジェットと造成時間は決まっているた

め，準備・片付け業の時間短縮が重要であった．特

に地盤改良マシンの移動が準備・片付時間の大半を

占めることから，その運搬方法を工夫した． 

① レール上を運搬可能なトロ台車に載せて運搬 

② 格納場所からトロ台車，トロ台車から施工場所

へ速やかに移動できるよう，マシンにタイヤを

取付け，格納場所からトロ台車，トロ台車から

施工場所に溝型鋼を渡してその上を移動できる

ようにした． 

③ 移動時に転倒しないようアウトリガーを付けた

り，トロ台車とマシンとを緊結するなどした． 

④ マシン移動の試験施工や練習を入念に行った． 

その結果，当初予定より 15 分程余裕をもって施工

を進められている． 

 

図 6 施工サイクルタイム 

 

  

 

 

 

 

写真 1 地盤改良マシンの搬出入試験施工状況 

５．おわりに 

鉄道工事は営業線の列車を安全に走らせながら工

事を進める必要があるため、作業時間や作業スペー

スの制約が厳しい。加えて軟弱地盤との戦いであり、

非常に難易度の高い工事である．そのため、既設躯

体へ影響を与えないよう綿密に施工計画を立て慎重

に作業を進めている。地盤改良工事は平成 28 年 1 月

中旬から施工を開始し、同年9月完了の予定である．

  

写真 2 地盤改良施工状況 

①軌道内 ②ホーム上 
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